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三
々
五
々
の
ご
先
祖
さ
ま

 

二
〇
一
四

－

一
五
年
度
会
長　

丹
治 

正
博

　
月
遅
れ
の
お
盆
が
あ
け
た
ば
か
り
で
す
が
、今
日

は
ご
先
祖
さ
ま
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
致
し
ま
し
ょ

う
。私
た
ち
は
皆
、父
親
と
母
親
か
ら
生
れ
て
き
ま

し
た
。父
親
母
親
も
ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
両
親
か
ら

生
れ
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
て
遡
っ
て
い
く
と
果
た

し
て
ど
の
く
ら
い
の
ご
先
祖
様
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
仮
に
一

世
代
を
三
十
年
と
し
て
二
十
五
代（
七
百
五
十
年
）

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
と
、
私
た
ち
の
ご
先
祖
の
数
は

三
千
三
百
五
十
五
万
四
千
四
百
三
十
二
人
に
な
り

ま
す
。そ
れ
が
二
十
八
代
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
と
、な

ん
と
二
億
六
千
八
百
万
人
に
も
な
る
の
で
す
。私
た

ち
の
生
命
は
こ
ん
な
に
大
変
な
数
の
ご
先
祖
さ
ま

が
、い
ま
、私
た
ち
一
人
一
人
の
生
命
に
な
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。で
す
か
ら
、自
分
の
命
は
自
分
だ
け
の
も
の

だ
と
、命
を
粗
末
に
す
る
現
代
の
風
潮
は
、と
ん
で

も
な
い
思
い
上
が
り
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
た
か
だ
か
、
三
十
年
や

四
十
年
、
五
十
年
と
い
う
自
身
の
物
心
つ
い
て
か

ら
の
経
験
だ
け
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

大
変
な
数
の
ご
先
祖
さ
ま
の
喜
び
、
悲
し
み
、
そ

の
他
諸
々
の
精
神
的
、
肉
体
的
経
験
が
、
私
た
ち

一
人
一
人
の
血
の
中
に
流
れ
て
、
そ
の
お
蔭
で
生

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を

知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

二
宮
尊
徳
の
教
え

　

こ
う
し
た
ご
先
祖
さ
ま
に
対
す
る
私
た
ち
の
先

祖
孝
行
の
道
が
冠
婚
葬
祭
の
祭「
ま
つ
り
ご
と
」

で
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
生
き
て
お
ら
れ
る
、い
ち

ば
ん
身
近
な
ご
先
祖
で
あ
る
お
父
さ
ま
、
お
母
さ

ま
に
対
し
て
感
謝
と
誠
を
捧
げ
る
姿
、
言
い
換
え

れ
ば
、
今
生
き
て
お
ら
れ
る
両
親
に
対
す
る
ま
つ

り
ご
と
が「
親
孝
行
」で
あ
り
ま
す
。彼
の
二
宮
尊

徳
翁
が
詠
ま
れ
た
歌
が
こ
の
関
係
を
良
く
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。

「
父
母
も 

そ
の
父
母
も 

我
が
身

な
り　

わ
れ
を
愛
せ
よ 

わ
れ

を
敬
せ
よ
」

　

こ
の
和
歌
の
意
味
で
す
が
、

「
父
母
や
祖
父
母
や
先
祖
代
々

の
心
は
、
皆
我
が
身
に
集
ま
っ

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
お
よ

そ
天
下
の
親
と
い
う
親
で
、
我

が
子
の
死
を
喜
ぶ
者
は
な
い
。

我
が
身
を
も
っ
て
我
が
子
の
死

に
代
わ
ろ
う
と
願
う
の
が
父

母
の
心
な
の
だ
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
父
母
の
心
は
我
が
身
の
う

ち
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
。

だ
か
ら
人
の
子
た
る
も
の
は
、

よ
ろ
し
く
我
が
身
を
愛
し
、
わ
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和
の
心
で
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燭
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掲
げ
よ
う

本日の
プログラム

創立1951.1.1　承認1951.3.23　登録番号7734

東北電力㈱福島支店長　田苗　博 会員
新会員スピーチ

が
体
を
敬
っ
て
父
母
の
心
を
奉
ず
る
べ
き
で
は
な

い
か
。」と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
歌
の
よ
う
に
、

自
分
自
身
を
大
切
に
厭
う
と
い
う
こ
と
は
、
実
は

ご
先
祖
を
敬
愛
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ご
先
祖
に
対
す
る「
先
祖
孝
行
」が

「
子
孫
孝
行
」に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の「
祭
り
事
」と
か「
親
孝
行
」と
い
う
縦

の
人
倫
の
道
を
不
真
面
目
に
、
等
閑
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
今
の
世
の
中
の
混
乱
と
混
迷
の
大
き
な

原
因
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

お
盆
は
日
本
古
来
の
行
事

　

ち
な
み
に
、
お
盆
の
行
事
は
、
仏
教
の
行
事
と

思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
祖
霊（
ご
先

祖
さ
ま
の
霊
）を
お
ま
つ
り
す
る
日
本
古
来
の
神

道
の
行
事
な
の
で
す
。
き
わ
め
て
古
い
時
代
の
日

本
で
は
、
旧
暦
の
一
月
十
五
日
と
七
月
十
五
日
ご

ろ
の
満
月
を
中
心
と
し
て
、
年
に
二
回
、
神
さ
ま

の
ご
来
臨
を
願
い
、
祖
霊
の
祭
り
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
大
層
に
ぎ
や
か
な
時
、
あ
る

い
は
楽
し
い
時
に
は「
盆
と
正
月
が
い
っ
ぺ
ん
に

来
た
よ
う
だ
」な
ど
と
表
現
し
ま
す
が
、実
は「
お

正
月
」は
、
祖
先
の
神
さ
ま
や
歳
神
さ
ま
と
い
っ

た「
神
々
」を
お
迎
え
し
て
行
う「
お
祭
り
」で
あ

り
、
一
方「
お
盆
」は
、
祖
先
の
神
さ
ま
ま
で
に
は

昂
っ
て
い
な
い「
精
霊（
し
ょ
う
り
ょ
う
）」を
お

迎
え
し
て
行
う「
お
祭
り
」な
の
で
す
。
と
も
に
、

感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
る
た
め
の
対
を
な
す
お
祭
り

で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
お
盆
の
行
事
と
お
正
月
の

行
事
は
、
ほ
と
ん
ど
共
通
す
る
要
素
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
日
の
お
話
の
冒
頭
で
申
し
上
げ
ま
し

た
ご
先
祖
さ
ま
の
数
の
覚
え
方
で
す
が
、
私

は「
三
々
五
々
の
ご
先
祖
さ
ま
」
と
覚
え
て

い
ま
す
。
二
十
五
代
前
で
ご
先
祖
の
数
が

三
千
三
百
五
十
五
万
四
千
四
百
三
十
二
人
で
す
の

で
、万
単
位
を
三
々
五
々
と
覚
え
て
下
さ
い
。

例 会 次 第

開会点鐘 丹治正博 会長

ロータリーソング「我等の生業」
　ソングリーダー 管野裕一 会員

「四つのテスト」唱和 牧野吉晃 会員

お客さま並びに来訪ロータリアン紹介
　●新会員入会式　●血圧測定

8月誕生祝い
会長挨拶 丹治正博 会長

食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　プログラム担当 今井理基夫 委員

　　ニコニコBOX担当 相良元章 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

新会員スピーチ
東北電力㈱福島支店長　田苗　博 会員

東北電力のあれこれ
【自己紹介】
昭和31年3月、山形市生まれ昭和53年東北電力に入
社。高校まで山形市、持家は仙台市、現在は妻と共に福
島市民。仙台以外の赴任地（新潟、青森、会津若松）
○家族…妻、長女（嫁入り）、長男（神奈川）、二女（仙台）
○趣味…ゴルフ、ジョギング、読書、映画鑑賞　　　　
○楽しいこと（B級グルメ探索、花巡り、温泉巡り等）
○モットー
　「ABC」＝あたり前なことを、馬鹿みたいに、ちゃんとやる
　「明･元･素」＝明るく、元気に、素直で
○最近楽しんでいること：花巡り（さくら、ふじ、つつじ）
＝この春はスタンプラリーにハマりました。

○最近見た映画：Xメン、永遠のゼロ、アナと雪の女王、
超高速参勤交代、ゴジラ、トランスフォーマー⇒特に、
「永遠のゼロ」は感動しました。

東北電力の生い立ち
○ルーツは東北振興電力（s11設立）→（電力国家管理法）
日本発送電へ（s16）

○（配電統制令）配電会社は東北配電へ（s18）
○（戦後の財閥解体・電力再編）日発の分割＋東北配電
との融合⇒東北電力の設立（s26）

○【地域の発展なくして当社の発展なし】～東北振興電
力から伝わる企業理念（DNA）

初代会長　白洲次郎
○マッカーサーを叱った男、吉田茂の懐刀、日本一格好
良い男、白洲正子の夫など、多くの異名がある【白洲
次郎】＝当社の初代会長（S26～34）

○「日本の復興は電力から」をモットー⇒只見川電源開
発に熱意、今も石碑あり

○ヘリコプター、ランドローバーを導入
○只見川の水問題①水利権の帰属（東北か東京か?）→
東北②本流案と分流案（福島か新潟か?）→本流案

会津地域の電源/発電所の配置（東北電力）

電力の基礎のキソ（1）
〈発電所からご家庭までの電気の流れ〉

電力の基礎のキソ（2）

○電圧と周波数（電力品質）…電力の品質は、主に電圧
と周波数を一定に保つこと。電圧は電気事業法で規定
→101±6V、202±20V
周波数の定めは無いが相当の精度（電気時計の精度）
※電力の安定供給とは品質を維持し、停電しないこと

○電力（KW）と電力量（KWH）…世の中ではkWとkWH
を混同して使っていることが多い。正確さに欠ける
が、kWは設備の大きさを表し、kWHは使う（または
発電する）エネルギー量と考えればよい。→電気とし
て仕事する量はkWH（家庭の使用量もこれ）

電力料金の仕組み
○料金値上げ（お詫び）→お蔭様で安定供給できている
○電気料金＝（基本料＋使用料＋燃料費調整＋再エネ賦
課金）×消費税
〈固定価格買取賦課金、太陽光サーチャージ〉⇒使用料
比例で電気料金に合わせお支払い

福島県内の販売電力量の推移
○東日本大震災前に比べると9割強まで戻ってきた



3

ロータリークラブの会員と職業分類　

　会員の選出は、現会員の推薦により所定の手続きを経て、

クラブ理事会の承認を得ることで決まります。

会員の種類
正会員（Active Member）…原則善良な成人で、職業上良い
世評を受けている正会員によって構成されますが、ロータ
リー財団学友、社会奉仕活動をしている人、奨学生・ボラン
ティア補助金受給者、人道的補助プログラムの参加者たち、
あるいは子供の世話などの為に仕事を中断した人、同じ理由
のため仕事をしたことがない人を正会員に選出することも
できます。
名誉会員（Honorary Member）…ロータリーの理想推進のた
めに称賛に値する奉仕をした人で、ロータリーの運動を恒久
的に支援できる人を名誉会員に推挙できます。しかし、濫用
してはなりません。名誉会員は、入会金および会費は免除さ
れ、投票権はなく、職業分類の代表もせず、クラブのいかなる
役職につくこともありません。かかる会員身分の存続期間は、
会員となっているクラブの理事会によって決定されます。

職業分類
　ロータリークラブの各正会員は、会員の事業、専門職、ま
たは社会奉仕活動の種類に従って分類されます。職業分類は
ロータリアンの所属する会社、企業、団体の主要かつ一般世
間がそのように認めている事業活動を示すものか、本人の主
たるかつまた一般世間がそのように認めている事業または
専門職を示すものか、本人の社会奉仕活動の種類を示すもの
です。（標準クラブ定款第8条第１節（a））クラブは、職業分
類の慣行を慎重に検討し、現代の事業や専門職、および社会
奉仕活動の環境に合わせるために必要であれば、職業分類に
拡大解釈を適用すべきです。（ロータリー章典4.050.）何ら
かの団体に所属して、地域社会の奉仕活動に従事されている
のであれば、その活動が職業分類となり得る可能性もありま
すし、もしそのような活動に従事されていない場合は，専業
主婦（夫）"Stay-at-home parent"のような分類が容認され
得るでしょう。各クラブは、一事業、一専門職、または一種
類の社会奉仕に偏らないバランスの取れた会員構成が求め

ロータリーの豆知識 第 回7
られています。（RI定款第5条第2 節（b））
★最近、一業一会員が有名無実化していることについて
　「一業一会員制の原則」は、クラブ親睦を守るために、ロー
タリーの創立者ポール・ハリス自らが1905年2月23日に
打ち立てた大原則です。しかし、この原則は、アメリカにお
いて形骸化していた現象を追認する形でRI理事会の提案に
より2001年度の規定審議会の決議によって廃止され、一業
多会員制に移行しました（01-148号議案）。この大原則が廃
止されたとき、ロータリーをこよなく愛したロータリアン達
が、ロータリーに幻滅の悲哀を感じ、ロータリーに愛想をつ
かして、ロータリーを去って行きました。それは大切な「ク
ラブ親睦」が失われてしまうからです。何故かと言いますと、
一業多会員制ではクラブの中に同業者が沢山入って来ます。
すると、当初ポール・ハリスが掲げたロータリーの原点、同
業者を排除してクラブの親睦を守ろうという理想が失われて
しまうからです。
　ポール・ハリスは、1910年、「ロータリーは親睦と奉仕の
調和の中に宿る」と悟りました。親睦なくして奉仕なし。親
睦を守ろうという理想を失っては、高々と掲げられた「奉仕
の理想」に燃えて実践することは出来ないのです。
　しかし誤解のないように申し上げておきますが、この一業
一会員制の原則は廃止にはなりましたが、このことは、ロー
タリーの世界における一つの現象に過ぎず、ロータリーの本
質の問題ではありません。したがって、ロータリーの原理の
世界にある本質の問題としては、一業一会員制は未だ消滅し
ていないのです。
　要するに、一業一会員制の原則は、制度としては廃止にな
りましたが、優秀な原理としては、未だ私達の心の中に生き
ているということを忘れてはならないのです。したがって、
一業一会員制の原則を採用するか否かは、今でもクラブ自治
権の問題であり、一業一会員制の原則が廃止されたからと
いって、一職種から１人以上採らねばならぬことにはならな
いのです。一職種から何人採るかは、あくまでもクラブ自身
が決めるべきことです。自分達のクラブのことは自分達で決
める、これを「クラブ自治権」といいますが、まさにこの問題
はクラブ自治権の問題なのです。では、その根拠規定は何か。
それは標準クラブ定款第9条「このクラブの管理主体は、こ
れを理事会とする」という規定です。これは、定款上の大原
則であり、国際ロータリーと雖もこのクラブ自治権を侵すこ
とは絶対に出来ないのです。 （文責/丹治正博）

当社管内の太陽光発電導入実績推移（右図）

【課題】…当社系統への接続が難しくなりつつある　　
（連系制約が徐々に増えている）
…変動し不安定な電源であるため、全体的な受入れ量に
限界がある（現状では制約は出ていないが…）

様々な停電の原因

地震地震樹木接触（雪害時）樹木接触（雪害時）

巡視巡視

鳥獣害（鳥）鳥獣害（鳥）

カラスの巣カラスの巣 電柱折損電柱折損

鳥獣害（ヘビ）鳥獣害（ヘビ）

人力での冠雪落とし人力での冠雪落とし

雷雷
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 相良 元章 委員 本日のニコニコBOX投入額　27件 ¥56,000 累計  ¥536,000

例会プログラムのご案内

■9月4日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・岡田新也新会員スピーチ

　・「新世代奉仕のための月間」にちなんでスピーチ

　　青少年奉仕委員会担当

　＊誕生祝い　＊「四つのテスト」唱和

　○17：30～　新会員オリエンテーション
（2012年以降入会の会員を対象にしておりますが一般会
員の受講も歓迎致します）

　○18：00～　9月理事会 　

　○19：00～　合同歓迎会

■9月11日（木） 12：30～「辰巳屋」

　「敬老のお祝い」…80歳以上の会員7名の皆様のスピーチ

　＊「四つのテスト」唱和　＊プログラム案内

　＊「友」紹介 　＊血圧測定

■9月18日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・ゲストスピーチ　福島市長　小林　香　様

　＊「四つのテスト」唱和

■9月25日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・マスコミ関係者よりスピーチ

　＊「四つのテスト」唱和

　○別室にて11：00～「マスコミ懇談会」開催

○
五
阿
弥
宏
安 

会
員

　

歴
史
あ
る
福
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を
認

め
て
頂
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
し
て
。

○
田
苗　

博 

会
員

　

今
日
は
初
め
て
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
で
す
の
で
、
内
容

に
つ
い
て
は
ご
か
ん
べ
ん
願
い
ま
す
。

○
丹
治
正
博 

会
長

　

五
阿
弥
宏
安
さ
ん
の
入
会
を
歓
迎
致
し
ま
す
。
田

苗
博
会
員
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
電
気
事
業
の
現
状
の
つ

い
て
お
話
を
た
ま
わ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

○
坪
井
大
雄 

幹
事

　

五
阿
弥
様
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
田
苗
会

員
、ス
ピ
ー
チ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
白
岩
康
夫 

会
員

　

暑
い
で
す
。
し
か
し
秋
の
気
配
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
朝
、庭
で
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
が
鳴
き
出
し
ま
し
た
。

○
茂
田
士
郎 

会
員

　

歌
声
喫
茶
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
月
に
一
回
ビ
ア

ホ
ー
ル
、ロ
ー
ゼ
ン
ケ
ラ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。昭
和

30
年
、
40
年
代
の
歌
を
高
齢
に
さ
し
か
か
っ
た
男
女
が

楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
と
違
う
の
は

ピ
ア
ノ
伴
奏
が
あ
る
こ
と
、コ
ー
ヒ
ー
で
は
な
く
ビ
ー

ル
が
飲
み
放
題
の
と
こ
ろ
で
す
。

○
今
井　

康 

会
員

　

二
十
四
日
㈰
は
競
馬
場
の
花
火
大
会
で
す
。一
九
時

か
ら
の
三
、四
〇
分
間
で
す
の
で
皆
様
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
渡
部
世
一 

会
員
・
菅
野　

晋 

会
員

　

聖
光
学
院
ガ
ン
バ
レ
!!

○
森
川
英
治 

会
員

　

本
日
は
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

幡 

研
一
／
内
池 

浩
／
有
田
吉
弘
／
高
橋 

聡
／
海
野
卓

哉
／
森
岡
幸
江
／
牧
野
吉
晃
／
相
良
元
章
／
田
沼
紀
美

子
／
菅
沼 

裕
／
古
俣 

猛
／
八
巻
恵
一
／
佐
藤
英
典
／

安
藤
健
次
郎
／
松
浦
敬
裕
／
藤
井
高
志
／
増
子 

勉

八
月
一
日
㈮
、
第

四
十
五
回
伝
統

あ
る
わ
ら
じ
祭
り（
わ

ら
じ
踊
り
）に
初
め
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。（
全
部
で
二
十
七
団
体
、
参
加
人
数

二
八
六
一
名
と
大
規
模
な
企
画
）

　

昭
和
二
十
四
年
当
社
開
設
、
今
年
で

六
十
五
年
を
迎
え
、
今
ま
で
な
ぜ
参
加
し

な
か
っ
た
の
か
と
不
思
議
で
し
た
。
お
そ

ら
く
過
去
の
支
店
長
が
わ
ら
じ
祭
り
の
重

要
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
人
数
は
三
十
名
で
一
番
少
な
い

規
模
で
頑
張
り
ま
し
た
が
結
果
、
団
体
で

は
さ
す
が
に
表
彰
は
無
理
で
し
た
が
個

人
部
門
で
今
年
入
社
し
た
女
性
が
最
優

秀
賞
を
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
声

が
大
き
く
、
元
気
な
姿
が
決
め
て
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

踊
り
は
若
鷺
先
生
に
習
っ
て
社
員
全
員

で
練
習
し（
朝
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
を
わ
ら

じ
踊
り
の
練
習
時
間
に
す
る
等
）一
体
感

を
感
じ
な
が
ら
、
本
番
で
は
踊
り
を
終
え

た
時
の
充
実
感
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、

大
変
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
初
め
て
地
域
の
皆
様
と
触
れ
合
い
、

福
島
の
良
さ
を
再
度
痛
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
、
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

私のひとこと 中丸 裕史 会員

幹事報告

お知らせ
●8月理事会議事録を配布しておりますご確認ください。

森川　英治 会員　　昭和 30年 8月 6日
菅野　晴隆 会員　　昭和 41年 8月 7日
今井理基夫 会員　　昭和 22年 8月 12日
八巻　恵一 会員　　昭和 34年 8月 14日
右近　八郎 会員　　昭和 28年 8月 23日

〜
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

8月
誕生祝い

新│会│員│入│会│式

＊新会員カウンセラーとして、
藤井高志会員が委嘱されました。

生年月日／昭和31年1月16日
出身地／宮崎県
職業分類／新聞発行
昭和53年3月、早稲田大
学政治経済学部政治学卒。
読売新聞社を経て今年6月
に福島民友新聞社代表取締
役・編集主幹に着任。

福島民友新聞社㈱
代表取締役社長

五
ご あ み

阿弥宏
ひろやす

安 様
…紹介／丹治正博会長


